
平成5年HHlI 広報かでな

卓彦の甜者
Jオj許ノど度しr

績壱太鼓2周年記念演奏金▲

2月26日（金）午後7時開演

嘉手納町民会館　●入場無料●

茹宣ろ　∵好局・甘紆

藻デ・一二一マ∵キ寺　ぼやむ、

・′告　了′′く■‥、十日′竹●ふパー左‥

さあ／走り初めだ〝

主　催／線管太鼓同志会・町文化協会
後　援／町教育委員会

※　入場整理券は自治会事務所、教育委員会でお求め下さい。
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新たにご了J名が

成人の仲原入り
・：‥：・……。…0平成5年rはたちのつどい」川・…ト：・

・：・・：・・：・・：‥：・・：・・：・・：‥：・1差欄ウ㌔
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、ド成5年211111

集団検診等日程表
（平成5年2月16日～3月15日）

H �■u �内　　　　　容 �時　　間 ��場　　　　所 �紋　　当　　寺 

平成竹竿 2／16 �一々 �幽　み　が　さ　相　鉄 �午後1 －2 �15 婿 �稔倉橿祉センター �平成3年平成4年 12月－2円生 

2／18 �＊ �撫　　体　　厳　　重 �γ前10 －11 �00 30 �総合樽址センター �町　　　　　　民 

2／19 �金 �リ　ハ　ビリ　教　褒 �午後l ■一二i �10 ：10 �総合福祉センター �町　　　　　　民 

2／22 �月 �健　　債　　相　　続 �牛肘9 ■－11 �00 ：10 �撫子納町枠嶋ロビー �■丁　　　　　　民 

成人学繊（4回目） �牛後1 －4 �ニ柑 ：30 �総合穐址センター �町民（個人通知） 

2／23 �火 �デ　イ　　ケ　　ア　　ー �午前10 －午後 �00 ：00 �総合梅址センター �■r　　　　　　民 

2／25 �＊ �繊　　体　　教　　書 �午前10 ・－11 �00 30 �総合福祉センター �町　　　　　　　民 

2／26 �金 �1歳6　カ　月児輝給 �午後1 －1 �00 30 �総合柏址センター �平成3年 7月二柑－8日2日生 

3／l �月 �健　　債　　相　　談 �午前9 －11 �：00 ：30 �嘉手納町役場ロビー �町　　　　　　民 

安産学級（l回目） �午練1 －1 �00 30 �総合福祉センター �娃　　　産　　　繍 

：i／2 �ノ（ �成人学級（5回目） �午後1 －4 �30 30 �総合li址センター �■丁民（個人通知） 

3／3 �水 �★団検診モレ結繁毅明会 �午前9 －午後 �：30 ：00 �嘉　手　納■J役　場 �町　　　　　　　民 

：i／4 �木 �攫　　体　　敵　　室 �午前10 ■－11 �00 ：iO �総合鳩址センター �町　　　　　　　民 

母子推遁鏑定例会 �午後1 一一4 �：iO 00 �■丁　　　粋　　　鳩 �母子保健推進｛ 

3／8 �円 �健　　構　　相　　談 �午前9 －1 �00 二iO �嘉手納町枠増ロビー �町　　　　　　民 

安産学級（Z桓l目） �午後1 －・1 �00 30 �総合福祉センター �娃　　　蕗　　媚 

：i／10 �水 �は　し　か　予防　織　権 �午後1 ・－1 �20 50 �総合福祉センター �欄1歳－：1歳束綱 

こう／11 �木 �樺　　体　　教　　育 �午前10 ・－11 �00 30 �総合福祉センター �町　　　　　　　民 

リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後l ・－3 �ニ10 30 �総合椙址センター �町　　　　　　　民 

3／12 �金 �1歳6　カ　H児降給 �牛後1 ・－1 �：00 ：30 �総合福祉センター �牛乳3平 汚円3日－9月12日生 

二号／15 �目 �健　　構　　相　　談 �午前9 ・－1 �00 30 �古手納■J相場ロビー �町　　　　　　民 
‘女鹿学級（3恒圧1） �午後1 －－1 �：00 ：30 �総合福祉センター �妊　　　産　　　婦 

嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内線252）

◎芸完蒜蒜蒜祭 
平成5年 

、－．「．．∴仁二rl 二志望靂表．。 �植樹祭に向けて極左暴 力集団が爆弾で「テロ」、 「ゲリラ」をたくらんで います。 皆様のご理解とご協力 

式．∴璃■評議「1°蘇和 
lil、 　ユ■jわ＼’ �をお願いします。 ノラ」に関する情報の提供 

過激派暴力集団の「テロ」、「ケ 

をお願いします㌧丁．（皆様にこ迷惑はかけません．一」） 

草テロ、ゲリ詣冨孟封誓讐読雷警誓篭へ 

℡956－0110（内251） 

広報かでな

ざ碧空8声。0轟）○

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
た
の
が
昭
和
四
十
七
年
、
そ
の
時
に
生
ま
れ
た
　
「
後
帰
っ
子
」
　
が
、
今
年
成
人
式

を
迎
え
た
。

新
成
人
は
嘉
手
納
町
で
二
七
四
人
（
男
一
四
八
人
、
女
二
一
六
人
）
、
県
内
で
は
二
〇
、
四
七
五
人
（
う

ち
男
一
〇
、
四
三
三
人
）
、
全
国
で
は
二
〇
四
万
人
の
若
者
が
、
希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
晴
れ
て
社
会
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
。

平
成
五
年
嘉
手
納
町
成
人
式
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
が
一
月
十
五
日
午
後
、
中
央
公
民
館
で
催
さ
れ
、
関

係
者
多
数
が
出
席
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
っ
た
。

式
典
で
は
、
上
運
天
次
郎
教
育
委
員
長
よ
り
　
「
皆
さ
ん
は
、
日
本
国
民
と
し
て
諸
々
の
権
利
が
与
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
多
く
の
麹
務
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
が
要
求
さ

れ
ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
新
成
人
も
心
な
し
か
緊
張
す
る
様
子
が
見
え
た
。
続
い
て
、
宮
城
町

長
、
宮
平
班
会
班
長
、
上
原
庸
助
衆
議
院
諸
員
、
村
山
盛
信
県
譲
会
諸
員
、
曾
山
均
町
連
合
青
年
会
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
儀
問
責
二
者
が
　
「
来
賓
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
あ
り
が
た
い
、
そ
し
て
意
義
深
い
数
々
の
御
言
葉
を
し
っ
か
り
と
胸
に
お
さ
め
、
今
以
上
に
政
治
や
社
会

を
見
つ
め
な
が
ら
常
に
自
己
の
行
動
に
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
も
ち
、
社
会
の
発
展
の
た
め
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
今
人
気
の
ニ
ー
ニ
ー
ズ
の
コ
ン
ト
な
ど
で
盛
り
上

が
っ
た
。
会
場
は
、
久
し
振
り
に
再
会
す
る
級
友
や
仲
間
と
近
況
を
報
告
し
合
う
な
ど
、
新
成
人
を
迎
え
た

若
者
た
ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て

答
辞
を
述
べ
る
儀
間
真
二
君

私
の
夢
は
教
師
に
な
る
こ
と

n
八
V
宮
城
智

成
人
に
な
る
と
、
選
挙
権
や
国
民
年

金
へ
の
加
入
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
責
任
が

伴
っ
て
き
ま
す
〔
　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

る
と
大
人
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま

す

現
在
、
私
は
町
の
選
挙
管
理
香
い
会

で
臨
時
職
日
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
教
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
と

扇
怒
哀
楽
を
典
に
し
な
が
ら
い
っ
し
ょ

に
学
ん
で
い
け
る
教
師
に
な
り
た
い
「

そ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
一
日

二
日
を
大
事
に
確
実
に
学
び
な
が
ら
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
リ

税
理
巨
め
ざ
し
触
感
申

伊
波
　
端
茂

私
は
今
、
専
門
学
校
で
税
理
上
を
め

ざ
し
勉
強
を
し
て
い
ま
す
り

今
日
か
ら
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
．
人
の
大
人
と
し

て
一
人
前
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す。
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国民年金は40年のフルマラソン〃 

■■喜≡Eロa■ どうせ年金なんてあてにならないといって 馬鹿にしていましたが25年納付すれば年金が もらえるからと思い何とか25年は納付して後 �老齢基礎年金の年金額です。1 

＠〔誌禁慧牒掛i∴冊 
の15年は未納のままでした。 �毘ちゃん（長男）　　　　■■汀1・LtE鍾羅ユ畑i■■ 

■■≡王；ロa■ 働いたお金はほとんど食雷に消えたので、 保険料を支払うお金はありませんでしたが、 �⑯莞恵抑慧豊川＝5脚 

25年は頑張って納付して後の15年間は免除し てもらいました。 ■E五五だ■l 保障料は、自分だけのためではなくおじい �民ちゃん（次男）　　　　　■■汀－て・．二■l圧ヨ出足覧■■ 

＠・慧三笠慧jX豊＝7川 
ちゃんやおばあちゃんのもらう年金にも役 �年ちゃん（：i男） 

立っているのだと思い口座振替にして、幸手 �■■Er．1㌧1眺也】芯－ 

ンキチンと毎月納付を続け40年間納付しまし た。 �；★　この差は、1年の差ですが老齢年金は、生きているかぎ； 

りお受取りになれますので、大きな差になります。 

平成5年度沖縄県立浦添職業訓練校 

訓練生募集〃情川棚■） 

科　名 �定　員 ��訓練 期間 �応募資格 � 
専修 �転換 

溶　　　接 �30 �20 �1年 �転換課程 専修課程 

自動車整備 �10 �20 � 

洋　　　裁 � �25 � 

電気機器 �10 �20 � 

OA事務 � �30 �6ケ月 

建築タイル �20 �5 �転換6ケ月 

施　　　工 ���専修1　年 � 

建設機械整備 � �20 �1年 

調　　　理 � �10 � 

観光ビジネス � �10 � 

令専修課程…・平成　牛：う椚（用〆切 

県立浦i ���余耽美訓練校まで 

㊥転推農相…・平成5年3円5日〆切 

椒寄りの公共職業安定所まで 

※　詳しくは沖縄県立浦涛職業訓練校まで 

電指　878－5627　879－2660 

ひとりで悩まず気軽にご相談を／
－人権相談所開設－

わたしたち・人ひとりが社会の中で幸福な生活を営む

ために必要な人間としての当然の権利、それが人権です

身近な事で、これは人権問題ではないだろうか声法律

上はどうなるのか一などの悩みについて相談を受け、暖

かな人間関係を築くため、町では1Jj己により「持崩人権

相談所」を開設いたします＿

相談には、むずかしい手続きもいりませんL　すべて無

料で秘密は守られますのて某軽にご相談「さい

梢言豊人権相談所

日　　時　　いい・‡リト1日　上川l川り　111日

場　　所　【・けり斗川Ll‡」ト1

相談場所　　ノ、け一㌢1リ・′＼叶い－ト“川j I八　川‘】

目し＿帖】　・軋ノ汗■JF．トT」1㌧

嘉手納町人権掩護委員

＝＋＋弓L H Fl　　一　∴トパ　ー　　　℡■十　日1

日・lH l jJu」て　　　■．＝　■　　　こ　℡】・‾嶋11

－r　　－　」　7　　　　才　■」＋黒」　℡‘日　日－

∴Hll　　いり　八　j－1．1　　　℡・L

、ド成5盲ト2日111広報かでな

社
会
の
た
め
に
頑
張
る

鼠
伊
波
聡

こ
れ
ま
で
は
親
の
責
任
の
卜
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
な
り
に
節
度
あ

る
行
動
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
い

私
は
今
、
国
語
の
教
師
を
め
ざ
し
大

学
で
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
社

会
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

計
両
性
の
あ
る
行
動

り
っ
は
な
人
人
に
な
り
た
い
　
い
く
什
車
を
見
つ
け
て

●
徳
里
　
明
彦

圭
溝
‥
恩
Y
宮
城
広
美

「
‖
党
と
左
往
一
冬

も
た
な
け
∵
れ
は

志
良
堂
優
子

今
ま
で
は
無
計
画
に
な
ん
と
な
く
過

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
将
来

の
こ
と
も
考
え
て
計
画
性
を
も
っ
て
行

動
し
て
い
き
た
い
。

将
来
、
公
務
H
の
仕
事
に
つ
き
た
い

成
人
式
を
迎
え
て
思
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
は
大
人
の
白
魔
を
も
っ
て
、

り
っ
ぱ
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
ハ

成
人
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
行
動
に

凸
任
が
伴
っ
て
／
、
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
ト
に
．
≠
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば
…
…

早
ノ
、
医
棟
．
車
務
の
什
滴
を
み
つ
け
て
頑

張
り
た
い

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
て
、
「
自
龍

と
良
任
」
を
も
た
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
U
　
就
職
も
決
ま
り
こ
れ
か
ら
は
な

お
一
層
前
向
き
に
頑
張
り
た
い
と
川
心
い

ま
す
い

第
十
二
期
嘉
手
納
町
議
会
議
員
決
ま
る

●
定
数
二
十
人

㈲
職
業
　
㈲
最
終
学
歴
　
③
現
住
所

議
　
長
宵
平
永
治

三、

伸
ハ
ト
棋
赦
す

伊
礼
　
典
∴
　
1
・

息
日
日
，
l
勺
　
　
茂
日
ソ
㌦

副
議
長
H
場
盛
文

1

　

　

日

日

日

‖

　

　

＝

リ

＝

4

　

1

A
罰
比
鳥
　
祀
郷
　
バ

桝
貼
附
痛
む
耶

川
‘

＝
↓
日
　
高
J
T
左
　
　
＼

鼠

し
総
務
財
政
常
任
委
員
会

雷
＝
昌
∵
長
金
城
　
　
明

聖

昌

長

伊

波

孝

之

肴
一
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

雷
二
昌
二
島
伊
礼
政
吉

聖
書
冒
∴
徳
元
哲
夫

‥
＝
建
設
経
済
常
任
委
員
会

吾
二
昌
∵
長
仲
本
弘
吉

聖

昌

長

当

山

政

恒

「
…
議
会
運
営
委
員
会

ち
二
昌
二
♭
舌
謝
世
徳

聖
昌
昆
金
城
　
　
明

■
り
基
地
対
策
特
別
委
員
会

苫
二
昌
∵
与
稲
嶺
盛
貞

副
苫
昌
扁
　
田
仲
康
栄

阜
嘉
手
納
ハ
イ
バ
ス
対
策
特
別
委
員
会

石
貞
長
花
城
二
履
次
郎

副
言
昌
吏
　
仲
本
弘
吉

＝
．
、
町
監
査
委
i金
城
∵
高
夫
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臨時職員

登録につい

希望者は、企画総務部総務課に申し込みして下さい。

ホ帳に緩録（1平間有効）し、必酎二応じ選考のうえ、

採用または委託契約をします、ただし、町民に限りますU

L　臨時業務の職享亜

l　　⊥1－HlHiト＝′ir一一一　リ杓†雄■，卜十日パ1ト‡‾ご1

日＿　つりJ　㌣ノ．ハトぺ」∴√汗圧目上1．パ」卜う∵1

ノー　リノ1　－1リノ†‖。．‥叫　　1

2。業務委託乾け亜

相川l　㌧∴日　日∴い・イr「・十㍉lり　し■11

1　い日章ト㍉臣∵イ打小目守申いい十㌧＝■’■・上汁鳥ぺ1ナノ）

・紬神明刷八　日　吏11　・七・柾目

■～　1【‖卜　711日’ぅ【1）

机上r【与，∴1十rHI・t　・）l　上1
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国においては平成4年5月から、沖縄県は9円から既

に完全週休2日制健を導入し実施していますし　県内の市

町村においても実施しているところもあり、ほとんど

の市町村が今年の四円から毎週上曜日が休みとなります。

町では毎週土曜日閉庁の導入にあたり、行政サービス

を極力低下させないように最首の努力をします．1

尚、幼稚園、小、中学校も毎日第2土曜日は休みと

なっておりますが、次の町の壮関は、土曜日においても

これまでとおり業務を行います

保育所・中央公民館・町民会館・ゴミ収集・

環境美化センター・学習等供用施設・体育

施設の全部

諾しくは、ご利用されるところへお問い合せ卜さい

嘉手納町役場

嘉手納町連合青年会
創設40周年記念式典
日　時／平成5年3月6日（土）午後6時
場　所／中央公民館大ホール

広報かでな
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家族への土産は“安全運転”

手づくりお守りで交通安全を訴える
＊交通安全母の会＊

ノ
わ
思
い
利
用
川
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日

導

師
Ⅵ

町
内
に
は
、
地
道
に
溝
動
を
続

け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
†
ア
ク
ル
ー

フ
が
多
数
あ
る
　
手
話
サ
ー
ク
ル

も
そ
の
．
つ
　
昭
和
止
卜
八
年
h
ハ

日
．
日
に
そ
の
．
歩
を
踏
み
出
し

て
仁
軍
手
ぷ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
見
る

と
、
町
杜
協
の
芸
能
の
つ
と
い
、

身
障
脇
総
ヘ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

最
近
で
は
嘉
手
納
町
堪
地
跡
地
利

用
町
民
7
1
ー
ラ
ム
で
の
手
話
通

ゝ
障
′
巨
手
話
で
つ
な
ぐ

∵

訳
な
と
、
そ
の
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
．
‥
…
く
評
価
さ
れ
て
い
る

手
話
サ
ー
ク
ル
の
ノ
ン
ハ
ー
は
、

当
時
、
県
が
～
か
り
ゆ
し
大
会
～

に
向
け
て
手
廣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
講
習
会
を
開

い
て
い
た
　
そ
の
講
習
会
受
講
者

で
結
成
し
た
　
今
で
は
、
へ
ぷ
口
は

■
．
卜
人
．
椴
か
ら
房
校
牛
、
大

学
生
と
帖
広
い
構
成
に
な
っ
て
い

る

こ
れ
ま
で
の
溝
勅
か
ら
会
日
は
、

「
手
話
で
威
し
が
で
き
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
　
活
動
を

過
し
て
自
分
‖
身
が
成
長
し
た
と

思
い
ま
す
　
」
　
「
役
糊
怒
り
で
応

対
に
手
話
を
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ハ
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
面

で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」

「
小
学
生
の
と
き
か
ら
、
こ
の
サ

ー
ク
ル
に
通
っ
て
い
た
り
　
雰
囲
ハ
爪

が
と
て
も
い
い
の
で
高
校
生
に

な
っ
た
今
も
通
っ
て
い
ま
す
」

「
入
会
し
て
四
カ
月
で
す
が
、
搾

著
者
に
対
す
る
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
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七

九

・

1

＝
両
調
恒
‖
甘

℡
上
＝
∴
－

r
＝
1
日
十

変
わ
り
ま
し
た
」
　
と
語
る
会
日
の

表
情
は
窯
に
生
き
牛
き
し
て
い
る

週
　
回
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
勉
傲

会
を
拭
け
な
が
ら
、
沖
縄
ろ
う

学
校
と
り
交
流
会
、
車
い
す
介
護

な
ど
溝
動
の
帖
を
広
け
て
い
る

講
習
会
で
の
受
講
を
き
っ
か
け

に
、
地
道
に
溝
動
を
融
け
て
き
た

手
話
サ
ー
ク
ル
　
会
い
の
陣
富
者

を
思
い
や
る
心
、
そ
ん
な
や
さ
し

さ
あ
ふ
れ
る
溝
動
か
ら
ほ
の
ほ
の

と
し
た
ぬ
く
も
り
が
、
は
わ
っ
て

ノ
ヽ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

～
手
話
サ
ー
ク
ル
～

慮
手
納
警
察
窮
や
諸
手
納
・
流
行
地

R
交
通
安
全
協
議
会
ら
と
と
も
に
、
先

頭
に
立
っ
て
街
頭
で
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
交
通
安
全
吋
の
会
の
活
動
は
、

町
民
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

平
成
閏
年
牛
木
年
始
の
交
通
安
全
県

民
運
動
の
出
発
式
が
、
ト
⊥
二
日
二
十

日
、
痛
手
納
警
察
署
を
は
じ
め
関
係
者

多
数
の
参
加
の
卜
、
交
通
安
全
の
塔
で

行
わ
れ
た
り

出
発
式
後
に
、
国
道
満
塁
を
通
る
運

転
手
に
参
加
者
全
日
が
安
全
を
呼
び
か

け
た
チ
ラ
、
ン
と
お
守
り
を
配
っ
た
　
お

守
り
は
、
h
冥
適
宜
金
柑
の
会
の
会
H
が

二
日
が
か
り
で
心
を
こ
め
て
つ
く
っ
た

も
の

「
豪
族
へ
の
上
座
は
安
全
遜
転
」
と

乃
か
れ
た
お
守
り
に
は
、
魔
よ
け
の
米

と
塩
が
入
っ
て
い
る
　
お
守
り
は
前
日

に
普
大
間
神
宮
で
清
め
た
と
い
う

〝
交
通
事
故
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
″

き
っ
と
そ
の
思
い
が
通
じ
る
こ
と
で

し
ょ
う
〕
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広報かでな

450メートルを

補修整備

～久得地内の農道～

一
人
目
の
子
ど
も
か
ら

手
当
が
受
け
と
れ
ま
す

平
成
三
缶
一
月
二
日
以
後

生
き
れ
の
児
蔓
か
ら

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
鍵
全
な
成
長
を

願
っ
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

（
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人
）

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
で
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
の
収
入
が

．
定
の
額
未
満
の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
四
年
一
円
か
ら
制
度
の
改
正

に
よ
っ
て
、
平
成
二
年
一
月
二
日
以
後

に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
一
人

目
か
ら
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
二
人
目
か
ら
し
か
受
給
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
給
対
象
と
な
る

年
齢
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

記

蒜
ル
童
手
当
の
額
）

第
一
子
　
　
　
月
額
　
五
、
0
0
0
円

第
二
子
　
　
　
月
額
　
五
、
0
0
0
円

第
二
子
以
降
　
月
額
一
〇
、
0
0
0
円

（
児
童
手
当
の
支
払
時
期
）

手
当
の
支
払
は
、
次
の
と
お
り
牛
三

回
に
分
け
て
受
給
者
の
日
産
に
振
込
ま

れ
ま
す
。
六
月
間
分
　
　
　
　
二
円
－
五
日
分

一
〇
月
桐
分

二
月
期
分

L
ハ
日
∵
1
九
月
分

〇
月
1
．
月
分

（手　続）

児
垂
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
認
定
請
求
杏
を
役
場
厚
生

課
の
窓
U
に
繰
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
用
紙
は
厚
生
課
に
準
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
持
参
す
る
も
の

∴
印
　
鑑
　
（
認
印
で
よ
い
）

二
、
損
金
通
帳

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
下
さ
い
。
手
続
が
遅
れ
ま

す
と
、
受
け
ら
れ
る
R
分
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
柁
喝
厚
生
課
の

窓
U
へ
お
問
い
合
わ
せ
F
さ
い
。

手
当
を
受
給

さ
れ
る
方
へ

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
離
婚
や
死

亡
な
ど
に
よ
っ
て
父
の
い
な
い
　
（
父
の

い
な
い
状
態
の
）
　
児
童
が
充
実
し
た
家

庭
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
家
庭

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
の
制
度

です。
受
給
資
格
は

一
八
歳
未
満
、
ま
た
は
二
〇
歳
未
満

で
重
度
の
心
身
障
害
を
有
す
る
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
あ
ま
る
児
童
の
母
、
も

し
く
は
母
が
い
な
い
か
監
護
し
な
い
場

合
は
、
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
者
に
対

し
て
児
蛋
扶
謹
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
ゥ

◎
父
母
が
離
婚
後
、
父
と
別
れ
て
生
活

し
て
い
る
児
童

◎
父
が
死
亡
し
た
児
童

◎
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
◎
父
の
生
死
が
あ
き
ち
か
で
な
い
児
童

◎
父
が
ひ
き
つ
づ
き
一
年
以
上
遺
棄

（
家
庭
を
ほ
う
り
出
し
て
面
倒
を
み

な
く
な
っ
た
状
態
）
　
し
て
い
る
児
童

◎
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

◎
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童

次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
及
び
対

象
児
童
が
日
本
国
内
に
任
所
を
有
し

な
い
と
き

◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給
等
の
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◎
対
象
児
塵
が
父
母
の
死
亡
に
よ
り
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
や
労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
遺
族

補
償
等
を
受
け
る
事
が
で
き
る
と
き

◎
対
象
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
き

◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
本
人
、
そ

の
配
偶
者
、
同
居
の
挟
賃
義
務
者
の

所
得
の
額
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額
は

手
当
の
瀬
は
、
月
額
児
顔
一
人
に
つ

き
三
八
、
二
二
〇
円
、
二
人
目
の
児
童

は
五
、
0
0
0
円
を
加
算
、
二
人
目
以

上
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、
O
n
■
0
円
づ
つ
加

算
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
に
よ
り
一
部

支
給
の
場
合
は
、
一
人
目
の
児
童
に
つ

き
二
五
、
五
九
〇
円
と
な
り
ま
す
。

※
手
当
顔
は
平
成
五
年
一
月
現
在
で
す
。

県
知
事
か
認
定
し
ま
す
れ

児
童
扶
憂
手
当
受
給
資
格
の
あ
る
人

の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
そ
の
人
の
詣

求
に
よ
っ
て
受
付
し
、
県
知
事
が
認
定

し
ま
す
っ

※
手
当
の
支
給
要
件
が
発
生
し
て
か
ら

五
年
以
内
に
請
求
を
し
な
け
れ
ば
時

効
に
よ
っ
て
申
請
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
▼
U

（
手
当
の
支
払
時
期
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
年
に
三
回
支
払

わ
れ
ま
す
。

八
月
間
　
四
月
－
　
七
日
分
の
手
当

一
二
月
間
　
八
月
－
一
二
月
分
の
手
当

四
月
由
二
二
日
∵
～
　
二
日
分
の
手
当

こ
の
児
童
扶
養
手
当
以
外
に
、
二
C
）

歳
末
満
の
障
竃
児
を
養
育
、
右
凛
し
て

い
る
方
は
特
別
児
童
扶
贅
手
当
制
度
が

あ
り
ま
す
ハ
▲

以
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
厚
生

課
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

厚
生
課
児
童
係

九

五

六

－

一

一

一

一

（
内
線
三
二
二
）

小
さ
な
消
防
士
登
場

平
成
五
年
消
防
出
初
式

平
成
ム
午
消
防
山
川
式
が
．
R
h
ハ
U
、

消
防
け
育
て
行
わ
れ
た

式
典
に
先
立
ち
、
消
防
長
、
用
長
誹

．
小
、
肋
頭
ハ
レ
ー
ド
、
賊
．
小
訓
練
が
行

わ
れ
た
展
示
訓
練
で
は
、
高
所
救
助
訓
練
、

破
域
救
山
訓
練
、
消
化
器
取
囲
訓
練
、

嘉
手
納
小
学
校
児
童
に
よ
る
応
用
棟
法

も
拍
露
さ
れ
た
一
こ
れ
は
、
操
法
体
験

を
過
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
消
防
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
ヶ
国
か
ら
初

め
て
の
試
み

引
き
続
き
、
消
防
川
初
式
式
典
が
厳

粛
に
行
わ
れ
た

肴
色
．
斤
放
水
が
行
わ
れ
た

また、

さ
あ
′
走
り
初
め
だ
〃

＝
一
日
、
根
久
両
．
か
い
い
刷
て
〓
わ

れ
た
所
存
ト
T
l
′
二
二
リ
ソ
　
／
L
べ
ム
い

コ　∵

叫
お
り
宮
痛
打
人
情
を
ふ
け
一
七
か
－
り

も
、
〓
★
∴
∵
り
∵
∵
〓
ノ
た
上
り
て
、
u

車
七
日
か
宣
上
し
た

ノ
刷
れ
る
日
　
日
　
〓

■
、
　
L
L
■
〉
け
ん
め
い
に
な
　
ご

ろ
紬
は
や
は
り
叫
い
て
い
る

′
、
′
牛
は
町
尺
再
伸
を
シ
リ
ー
で
て
山

根
し
ま
寸

久
目
地
再
の
農
道
四
止
∵
メ
ー
ト
ル

を
役
場
、
農
協
、
農
耕
省
の
一
．
占
て
、

よ
る
卜
．
．
〓
卜
L
日
か
ら
∵
．
‖
問
に
わ

た
っ
て
牛
コ
ン
で
補
略
し
た

こ
れ
ま
て
の
流
し
コ
ー
ラ
ル
の
股
道

は
雨
か
降
る
た
び
に
コ
ー
ラ
ル
か
流
さ

れ
、
て
こ
は
こ
の
状
態
だ
っ
た
　
今
回

の
帥
腔
は
、
農
業
仏
製
整
鵬
の
．
澗
て
、

町
の
補
助
て
墳
協
や
農
雫
の
人
た
ち
か

号
力
を
提
供
し
整
備
し
た

町
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
投
階
的
に
一
岬

牛
整
備
し
て
い
′
、

r
　
　
ぁ
る
晴
れ
た
日
に
‥
‥

霧
　
あ
る
病
院
の
待
ち
合
い
室
で
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
会

話
で
す
ゥ

「
今
日
や
り
シ
ー
や
見
う
ん

し
か
、
ぬ
1
か
ら
あ
い
る
す
た

か
や
～
」

「
ぬ
－
か
、
あ
れ
ー
カ
セ

ひ
ろ
よ
れ
て
い
・
－
言
た
せ
ー
」

「
え
ー
、
あ
ん
し
ろ
見
ら
ん

己や－」

「
ち
け
う
あ
た
い
せ
1
ね
ん

カやー」

医
者
　
「
ぬ
！
ガ
、
う
寮
－
病
院

と
■
ノ
や
ん
と
う
や
」
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広報かでな

松
田
あ
け
み
さ
ん
（
嘉
中
三
年
）
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
を
受
賞

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
か
主
催
す
る
平
成
四
年
度
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
沖
縄
県
大
会
に
お
い
て
、
毒
手
納
中
学
校
三
年
松
田
あ
け
み
さ

ん
か
奨
励
嘗
を
呑
i
L
た

こ
れ
は
、
次
代
を
鱒
っ
中
学
生
に
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
重

要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お

う
と
催
さ
れ
て
い
る
も
の

沖
縄
支
局
管
内
で
は
、
二
三
二
森
の
う
ち
、
便
乗
丁
一
編
、
袈
励
T
に
四
編
か
選

ほ
れ
て
い
る
　
松
田
さ
ん
は
、
学
校
内
て
の
い
じ
め
を
題
材
に
取
り
上
け
、
基
本
的

人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る

人
が
人
を
認
識

す
る
た
め
に

現
在
、
私
が
身
近
で
一
番
嫌
だ
と
思

う
こ
と
は
、
い
じ
め
と
い
う
弱
い
人
に

対
す
る
差
別
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
あ

げ
く
に
自
殺
す
る
人
が
増
加
し
て
い
て
、

と
て
も
他
人
事
の
よ
う
に
は
思
え
ま
せ

ん、

な
ぜ
な
ら
、
私
も
幼
稚
園
時
代
に
い

じ
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
一
人
だ
か
ら

で
す
。
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
毎
日
、

文
句
を
言
わ
れ
、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、

道
端
に
あ
る
下
水
に
つ
き
と
は
さ
れ
て
、

汚
な
い
ま
ま
で
官
に
帰
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
両
親
に
相
談
し
た
く
て
も
、

も
っ
と
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
そ

の
ま
ま
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
状
態

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
子
は
致
カ

月
で
転
校
し
た
の
で
い
じ
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
束
縛
感
か

ら
解
放
さ
れ
た
よ
う
で
、
心
の
や
す
ら

ぐ
よ
う
な
思
い
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す、
こ
の
よ
う
な
自
分
の
過
去
が
あ
る
か

ら
、
よ
け
い
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

と
以
前
の
自
分
が
だ
ぶ
っ
て
見
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
分

よ
り
弱
く
抵
抗
し
な
い
人
に
対
し
て
、

い
じ
め
を
す
る
人
間
が
許
せ
な
い
気
持

ち
に
な
る
の
は
現
在
も
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
考
え
る
こ
と
は
、
周
囲
の
人

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
数
の
人
が
l
一
人
の
人
に
対
し
て
、

毎
日
、
「
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
、
汚
な

い
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
の
暴

力
を
あ
ぴ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

周
囲
の
人
た
ち
の
あ
の
他
人
事
の
よ
う

な
目
。
自
分
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
と

い
う
態
度
を
し
て
い
る
う
え
に
、
そ
の

人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
笑
っ
て

見
て
い
る
。
そ
の
無
神
軽
な
と
こ
ろ
が

同
じ
人
と
し
て
怖
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
自
分
の
体
験
か
ら
、
こ
の
人
に

同
じ
よ
う
な
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た
く

な
い
の
で
、
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に

対
し
て
注
意
を
し
ま
す
。
私
が
い
な

く
な
る
と
、
ま
た
い
じ
め
を
す
る
。
そ

う
い
う
人
を
見
る
と
、
い
っ
た
い
何
を

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
こ
の
人
は
本

当
に
人
間
と
し
て
の
心
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
怒
り
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
た
ぷ
ん
、
過
半
数
以
上
の

人
が
い
じ
め
ら
れ
た
軽
験
の
な
い
人
だ

と
思
う
の
で
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

の
苦
し
み
や
叫
び
が
聞
こ
え
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
い
や
、
も
し
か
す
る
と

聞
こ
う
と
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
、
そ
の
人
た
ち
の
心
に

近
づ
い
て
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
結
局
、
い

じ
め
て
い
る
人
も
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
も
何
も
し
な
い
私
た
ち
も
、

人
権
無
視
と
い
う
同
類
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

み
ん
な
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を

助
け
て
あ
げ
な
い
の
は
、
も
し
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
た
ら
今
度
は
自
分
が
同
じ
円

に
あ
う
の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
自
分
が
い
じ
め

に
あ
っ
た
ら
、
だ
れ
か
に
助
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
は
ず
で
す
〔

行
動
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
り
私

た
ち
ひ
と
り
一
人
が
勇
気
を
出
し
合
い
、

本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
が
人
権
尊
慮
の
第

一
歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
い
じ
め
ら
れ
た
分
だ
け
、
人
の

つ
ら
さ
や
苦
し
み
な
ど
を
理
解
し
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

じ
め
は
人
と
し
て
許
せ
な
い
行
為
だ
と

思
い
ま
す
。
貧
富
の
差
な
ど
は
あ
る
に

し
ろ
、
同
等
の
人
権
を
も
っ
て
い
る
人

間
が
、
人
と
人
を
区
別
す
る
の
は
い
け

な
い
と
だ
れ
も
が
認
識
し
て
い
る
は
ず

だ
が
、
ま
だ
身
近
に
は
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
重
要

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
人
が
ど
れ
だ

け
他
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
れ
を

行
動
に
移
す
こ
と
が
出
来
る
か
だ
と
思

う
む
今
の
社
会
は
物
質
的
な
面
で
の
豊

か
さ
は
あ
る
が
精
神
的
な
面
で
の
幸
福

感
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
一
．
n
え
ま
す
っ

人
が
人
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
、

同
じ
日
の
位
置
で
物
事
を
と
ら
え
よ
う

と
す
る
時
か
ら
が
、
本
物
の
人
権
尊
重

の
社
会
が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の

が
、
今
の
私
の
正
直
な
考
え
方
で
す
。

民
生
・
児
竜
委
員
が
昨
年
十
二
月
を

も
っ
て
改
還
さ
れ
ま
し
た
∩

民
生
委
員
は
、
一
間
二
年
を
任
糊
と

し
て
厚
生
大
陸
よ
り
委
嘱
さ
れ
地
域
の

福
祉
活
動
・
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

活
動
し
ま
す
。

今
回
の
改
選
で
は
、
正
人
の
方
が
新

た
に
任
命
さ
れ
、
総
勢
一
一
十
四
人
の
民

七
番
目
の
活
動
が
今
綬
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
ま
す
〈

今
回
の
改
選
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
民

生
番
目
へ
町
長
・
町
杜
協
会
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、

永
い
間
あ
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た

、
．
伊
沌
　
藁
．
（
東
l
く
）

、
宜
保
　
粟
馳
　
（
北
区
）

弱
腸
　
｛
小
福
　
（
北
匡
）

ノ
我
謝
　
得
栗
　
（
西
区
）

〇
滴
久
山
朝
惰
　
（
西
浜
区
）

ま
た
、
長
年
の
活
動
に
対
し
て
六
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
永
年
勤
続
　
（
十
五
年
）
　
と
し
て
）

●
畑
山
十
一
一
出
川
し
∴
鳥
人
章

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

会
長
表
彰

ハ
〕
伊
礼
　
輿
徳
　
（
上
は
）

0
新
垣
　
敏
子
　
（
北
区
）

ハ
、
斯
垣
　
敏
子
　
（
西
匡
）

〔
－
由
袋
シ
ズ
子
　
（
西
浜
は
）

（
永
年
勤
誠
二
九
年
）
　
と
し
て
）

●
世
∴
代
サ
ン
ぐ
〓
∴
〓
札
章
え
目
し
　
′
r
J
i

庚
彫

．
骨
…
間
　
妙
子
　
（
上
区
）

金
城
　
瞞
代
　
（
西
浜
区
）

〝
今
使
用
中
の
保
険
証
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
″

回
尺
腱
律
裡
保
障
レ
〓
証
こ
け
晶
訂
豊
山

■
き
り
か
え
　
は
指
圧
日
清
云
車
紹
叫
て
行
い
ま
す

現
在
、
使
用
中
の
保
険
証
　
（
退
職
者

保
険
証
含
む
）
　
は
四
月
一
日
以
降
は
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
交
付
は
、
各
区
自

治
会
事
殉
所
で
行
い
ま
す
の
で
、
指
定

日
に
　
「
き
り
か
え
」
　
て
F
さ
い
じ

な
お
、
指
宣
臼
に
都
合
の
想
い
方
は

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
り

÷
各
区
自
治
会
事
務
所
て
の
日
程
は
次

の
と
お
り
て
す

（T絶

イ
〕
東
　
区

＝
■
上
　
睦

中

　

区

‖
／
北
　
区

時
三
十
分
か
ら
L
時
ま
で
）

∵
言
り
　
十
八
日
　
（
木
）

三
月
　
卜
九
日
　
（
金
）

∵
一
月
二
卜
二
日
　
（
‖
）

二
円
二
卜
二
日
　
（
火
）

．
南
　
け
　
二
日
∴
十
四
日
　
（
水
）

‖
両
　
区
　
二
一
月
二
十
上
目
　
（
木
）

∵
西
浜
匡
　
二
月
二
十
六
日
　
（
金
）

‥
「
き
り
か
先
■
　
の
町
に
は

∩
）
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
逓

∩
）
印
鑑
　
（
認
印
で
も
可
）

〓
国
民
樫
康
保
陥
税
　
（
国
保
税
）
　
の

来
約
が
あ
る
方
は
、
そ
の
分
の
納

付
金
銅

‥
学
生
用
條
険
正
を
希
望
す
る
方
は
、

在
学
正
明
苫
ま
た
は
人
草
許
可
膏

を
摘
拳
し
て
下
き
い

※
国
保
税
は
あ
な
た
の
所
得
、
資
咤
及

び
官
族
構
成
等
を
も
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
狩
場
税
務
課
窓
口
で

所
糾
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

詳
世
帯
に
が
同
保
に
加
入
し
て
な
い
糊

八
日
で
も
世
帯
内
に
国
保
加
人
音
が
い

る
と
き
は
当
該
世
滞
王
被
保
険
省
と

み
な
し
、
い
わ
ゆ
る
掘
制
世
帯
上
と

な
り
ま
す

♯
擬
制
泄
伸
上
は
、
給
付
対
繁
芹
と
な

ら
な
い
の
で
農
税
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

納
付
農
蕗
や
各
種
樋
山
兼
務
が
あ
り

ます。
佳
良
蕊
画
民
健
康
保
険
係

九
五
六
1
．
－
一
．
（
内
線
丁
三
一
六
）
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広報かでな

松
田
あ
け
み
さ
ん
（
嘉
中
三
年
）
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
を
受
賞

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
か
主
催
す
る
平
成
四
年
度
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
沖
縄
県
大
会
に
お
い
て
、
毒
手
納
中
学
校
三
年
松
田
あ
け
み
さ

ん
か
奨
励
嘗
を
呑
i
L
た

こ
れ
は
、
次
代
を
鱒
っ
中
学
生
に
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
重

要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お

う
と
催
さ
れ
て
い
る
も
の

沖
縄
支
局
管
内
で
は
、
二
三
二
森
の
う
ち
、
便
乗
丁
一
編
、
袈
励
T
に
四
編
か
選

ほ
れ
て
い
る
　
松
田
さ
ん
は
、
学
校
内
て
の
い
じ
め
を
題
材
に
取
り
上
け
、
基
本
的

人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る

人
が
人
を
認
識

す
る
た
め
に

現
在
、
私
が
身
近
で
一
番
嫌
だ
と
思

う
こ
と
は
、
い
じ
め
と
い
う
弱
い
人
に

対
す
る
差
別
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
あ

げ
く
に
自
殺
す
る
人
が
増
加
し
て
い
て
、

と
て
も
他
人
事
の
よ
う
に
は
思
え
ま
せ

ん、

な
ぜ
な
ら
、
私
も
幼
稚
園
時
代
に
い

じ
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
一
人
だ
か
ら

で
す
。
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
毎
日
、

文
句
を
言
わ
れ
、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、

道
端
に
あ
る
下
水
に
つ
き
と
は
さ
れ
て
、

汚
な
い
ま
ま
で
官
に
帰
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
両
親
に
相
談
し
た
く
て
も
、

も
っ
と
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
そ

の
ま
ま
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
状
態

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
子
は
致
カ

月
で
転
校
し
た
の
で
い
じ
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
束
縛
感
か

ら
解
放
さ
れ
た
よ
う
で
、
心
の
や
す
ら

ぐ
よ
う
な
思
い
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す、
こ
の
よ
う
な
自
分
の
過
去
が
あ
る
か

ら
、
よ
け
い
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

と
以
前
の
自
分
が
だ
ぶ
っ
て
見
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
分

よ
り
弱
く
抵
抗
し
な
い
人
に
対
し
て
、

い
じ
め
を
す
る
人
間
が
許
せ
な
い
気
持

ち
に
な
る
の
は
現
在
も
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
考
え
る
こ
と
は
、
周
囲
の
人

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
数
の
人
が
l
一
人
の
人
に
対
し
て
、

毎
日
、
「
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
、
汚
な

い
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
の
暴

力
を
あ
ぴ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

周
囲
の
人
た
ち
の
あ
の
他
人
事
の
よ
う

な
目
。
自
分
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
と

い
う
態
度
を
し
て
い
る
う
え
に
、
そ
の

人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
笑
っ
て

見
て
い
る
。
そ
の
無
神
軽
な
と
こ
ろ
が

同
じ
人
と
し
て
怖
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
自
分
の
体
験
か
ら
、
こ
の
人
に

同
じ
よ
う
な
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た
く

な
い
の
で
、
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に

対
し
て
注
意
を
し
ま
す
。
私
が
い
な

く
な
る
と
、
ま
た
い
じ
め
を
す
る
。
そ

う
い
う
人
を
見
る
と
、
い
っ
た
い
何
を

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
こ
の
人
は
本

当
に
人
間
と
し
て
の
心
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
怒
り
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
た
ぷ
ん
、
過
半
数
以
上
の

人
が
い
じ
め
ら
れ
た
軽
験
の
な
い
人
だ

と
思
う
の
で
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

の
苦
し
み
や
叫
び
が
聞
こ
え
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
い
や
、
も
し
か
す
る
と

聞
こ
う
と
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
、
そ
の
人
た
ち
の
心
に

近
づ
い
て
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
結
局
、
い

じ
め
て
い
る
人
も
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
も
何
も
し
な
い
私
た
ち
も
、

人
権
無
視
と
い
う
同
類
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

み
ん
な
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を

助
け
て
あ
げ
な
い
の
は
、
も
し
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
た
ら
今
度
は
自
分
が
同
じ
円

に
あ
う
の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
自
分
が
い
じ
め

に
あ
っ
た
ら
、
だ
れ
か
に
助
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
は
ず
で
す
〔

行
動
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
り
私

た
ち
ひ
と
り
一
人
が
勇
気
を
出
し
合
い
、

本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
が
人
権
尊
慮
の
第

一
歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
い
じ
め
ら
れ
た
分
だ
け
、
人
の

つ
ら
さ
や
苦
し
み
な
ど
を
理
解
し
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

じ
め
は
人
と
し
て
許
せ
な
い
行
為
だ
と

思
い
ま
す
。
貧
富
の
差
な
ど
は
あ
る
に

し
ろ
、
同
等
の
人
権
を
も
っ
て
い
る
人

間
が
、
人
と
人
を
区
別
す
る
の
は
い
け

な
い
と
だ
れ
も
が
認
識
し
て
い
る
は
ず

だ
が
、
ま
だ
身
近
に
は
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
重
要

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
人
が
ど
れ
だ

け
他
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
れ
を

行
動
に
移
す
こ
と
が
出
来
る
か
だ
と
思

う
む
今
の
社
会
は
物
質
的
な
面
で
の
豊

か
さ
は
あ
る
が
精
神
的
な
面
で
の
幸
福

感
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
一
．
n
え
ま
す
っ

人
が
人
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
、

同
じ
日
の
位
置
で
物
事
を
と
ら
え
よ
う

と
す
る
時
か
ら
が
、
本
物
の
人
権
尊
重

の
社
会
が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の

が
、
今
の
私
の
正
直
な
考
え
方
で
す
。

民
生
・
児
竜
委
員
が
昨
年
十
二
月
を

も
っ
て
改
還
さ
れ
ま
し
た
∩

民
生
委
員
は
、
一
間
二
年
を
任
糊
と

し
て
厚
生
大
陸
よ
り
委
嘱
さ
れ
地
域
の

福
祉
活
動
・
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

活
動
し
ま
す
。

今
回
の
改
選
で
は
、
正
人
の
方
が
新

た
に
任
命
さ
れ
、
総
勢
一
一
十
四
人
の
民

七
番
目
の
活
動
が
今
綬
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
ま
す
〈

今
回
の
改
選
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
民

生
番
目
へ
町
長
・
町
杜
協
会
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、

永
い
間
あ
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た

、
．
伊
沌
　
藁
．
（
東
l
く
）

、
宜
保
　
粟
馳
　
（
北
区
）

弱
腸
　
｛
小
福
　
（
北
匡
）

ノ
我
謝
　
得
栗
　
（
西
区
）

〇
滴
久
山
朝
惰
　
（
西
浜
区
）

ま
た
、
長
年
の
活
動
に
対
し
て
六
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
永
年
勤
続
　
（
十
五
年
）
　
と
し
て
）

●
畑
山
十
一
一
出
川
し
∴
鳥
人
章

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

会
長
表
彰

ハ
〕
伊
礼
　
輿
徳
　
（
上
は
）

0
新
垣
　
敏
子
　
（
北
区
）

ハ
、
斯
垣
　
敏
子
　
（
西
匡
）

〔
－
由
袋
シ
ズ
子
　
（
西
浜
は
）

（
永
年
勤
誠
二
九
年
）
　
と
し
て
）

●
世
∴
代
サ
ン
ぐ
〓
∴
〓
札
章
え
目
し
　
′
r
J
i

庚
彫

．
骨
…
間
　
妙
子
　
（
上
区
）

金
城
　
瞞
代
　
（
西
浜
区
）

〝
今
使
用
中
の
保
険
証
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
″

回
尺
腱
律
裡
保
障
レ
〓
証
こ
け
晶
訂
豊
山

■
き
り
か
え
　
は
指
圧
日
清
云
車
紹
叫
て
行
い
ま
す

現
在
、
使
用
中
の
保
険
証
　
（
退
職
者

保
険
証
含
む
）
　
は
四
月
一
日
以
降
は
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
交
付
は
、
各
区
自

治
会
事
殉
所
で
行
い
ま
す
の
で
、
指
定

日
に
　
「
き
り
か
え
」
　
て
F
さ
い
じ

な
お
、
指
宣
臼
に
都
合
の
想
い
方
は

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
り

÷
各
区
自
治
会
事
務
所
て
の
日
程
は
次

の
と
お
り
て
す

（T絶

イ
〕
東
　
区

＝
■
上
　
睦

中

　

区

‖
／
北
　
区

時
三
十
分
か
ら
L
時
ま
で
）

∵
言
り
　
十
八
日
　
（
木
）

三
月
　
卜
九
日
　
（
金
）

∵
一
月
二
卜
二
日
　
（
‖
）

二
円
二
卜
二
日
　
（
火
）

．
南
　
け
　
二
日
∴
十
四
日
　
（
水
）

‖
両
　
区
　
二
一
月
二
十
上
目
　
（
木
）

∵
西
浜
匡
　
二
月
二
十
六
日
　
（
金
）

‥
「
き
り
か
先
■
　
の
町
に
は

∩
）
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
逓

∩
）
印
鑑
　
（
認
印
で
も
可
）

〓
国
民
樫
康
保
陥
税
　
（
国
保
税
）
　
の

来
約
が
あ
る
方
は
、
そ
の
分
の
納

付
金
銅

‥
学
生
用
條
険
正
を
希
望
す
る
方
は
、

在
学
正
明
苫
ま
た
は
人
草
許
可
膏

を
摘
拳
し
て
下
き
い

※
国
保
税
は
あ
な
た
の
所
得
、
資
咤
及

び
官
族
構
成
等
を
も
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
狩
場
税
務
課
窓
口
で

所
糾
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

詳
世
帯
に
が
同
保
に
加
入
し
て
な
い
糊

八
日
で
も
世
帯
内
に
国
保
加
人
音
が
い

る
と
き
は
当
該
世
滞
王
被
保
険
省
と

み
な
し
、
い
わ
ゆ
る
掘
制
世
帯
上
と

な
り
ま
す

♯
擬
制
泄
伸
上
は
、
給
付
対
繁
芹
と
な

ら
な
い
の
で
農
税
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

納
付
農
蕗
や
各
種
樋
山
兼
務
が
あ
り

ます。
佳
良
蕊
画
民
健
康
保
険
係

九
五
六
1
．
－
一
．
（
内
線
丁
三
一
六
）
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広報かでな

450メートルを

補修整備

～久得地内の農道～

一
人
目
の
子
ど
も
か
ら

手
当
が
受
け
と
れ
ま
す

平
成
三
缶
一
月
二
日
以
後

生
き
れ
の
児
蔓
か
ら

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
鍵
全
な
成
長
を

願
っ
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

（
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人
）

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
で
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
の
収
入
が

．
定
の
額
未
満
の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
四
年
一
円
か
ら
制
度
の
改
正

に
よ
っ
て
、
平
成
二
年
一
月
二
日
以
後

に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
一
人

目
か
ら
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
二
人
目
か
ら
し
か
受
給
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
給
対
象
と
な
る

年
齢
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

記

蒜
ル
童
手
当
の
額
）

第
一
子
　
　
　
月
額
　
五
、
0
0
0
円

第
二
子
　
　
　
月
額
　
五
、
0
0
0
円

第
二
子
以
降
　
月
額
一
〇
、
0
0
0
円

（
児
童
手
当
の
支
払
時
期
）

手
当
の
支
払
は
、
次
の
と
お
り
牛
三

回
に
分
け
て
受
給
者
の
日
産
に
振
込
ま

れ
ま
す
。
六
月
間
分
　
　
　
　
二
円
－
五
日
分

一
〇
月
桐
分

二
月
期
分

L
ハ
日
∵
1
九
月
分

〇
月
1
．
月
分

（手　続）

児
垂
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
認
定
請
求
杏
を
役
場
厚
生

課
の
窓
U
に
繰
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
用
紙
は
厚
生
課
に
準
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
持
参
す
る
も
の

∴
印
　
鑑
　
（
認
印
で
よ
い
）

二
、
損
金
通
帳

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
下
さ
い
。
手
続
が
遅
れ
ま

す
と
、
受
け
ら
れ
る
R
分
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
柁
喝
厚
生
課
の

窓
U
へ
お
問
い
合
わ
せ
F
さ
い
。

手
当
を
受
給

さ
れ
る
方
へ

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
離
婚
や
死

亡
な
ど
に
よ
っ
て
父
の
い
な
い
　
（
父
の

い
な
い
状
態
の
）
　
児
童
が
充
実
し
た
家

庭
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
家
庭

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
の
制
度

です。
受
給
資
格
は

一
八
歳
未
満
、
ま
た
は
二
〇
歳
未
満

で
重
度
の
心
身
障
害
を
有
す
る
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
あ
ま
る
児
童
の
母
、
も

し
く
は
母
が
い
な
い
か
監
護
し
な
い
場

合
は
、
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
者
に
対

し
て
児
蛋
扶
謹
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
ゥ

◎
父
母
が
離
婚
後
、
父
と
別
れ
て
生
活

し
て
い
る
児
童

◎
父
が
死
亡
し
た
児
童

◎
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
◎
父
の
生
死
が
あ
き
ち
か
で
な
い
児
童

◎
父
が
ひ
き
つ
づ
き
一
年
以
上
遺
棄

（
家
庭
を
ほ
う
り
出
し
て
面
倒
を
み

な
く
な
っ
た
状
態
）
　
し
て
い
る
児
童

◎
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

◎
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童

次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
及
び
対

象
児
童
が
日
本
国
内
に
任
所
を
有
し

な
い
と
き

◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給
等
の
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◎
対
象
児
塵
が
父
母
の
死
亡
に
よ
り
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
や
労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
遺
族

補
償
等
を
受
け
る
事
が
で
き
る
と
き

◎
対
象
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
き

◎
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
本
人
、
そ

の
配
偶
者
、
同
居
の
挟
賃
義
務
者
の

所
得
の
額
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額
は

手
当
の
瀬
は
、
月
額
児
顔
一
人
に
つ

き
三
八
、
二
二
〇
円
、
二
人
目
の
児
童

は
五
、
0
0
0
円
を
加
算
、
二
人
目
以

上
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、
O
n
■
0
円
づ
つ
加

算
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
に
よ
り
一
部

支
給
の
場
合
は
、
一
人
目
の
児
童
に
つ

き
二
五
、
五
九
〇
円
と
な
り
ま
す
。

※
手
当
顔
は
平
成
五
年
一
月
現
在
で
す
。

県
知
事
か
認
定
し
ま
す
れ

児
童
扶
憂
手
当
受
給
資
格
の
あ
る
人

の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
そ
の
人
の
詣

求
に
よ
っ
て
受
付
し
、
県
知
事
が
認
定

し
ま
す
っ

※
手
当
の
支
給
要
件
が
発
生
し
て
か
ら

五
年
以
内
に
請
求
を
し
な
け
れ
ば
時

効
に
よ
っ
て
申
請
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
▼
U

（
手
当
の
支
払
時
期
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
年
に
三
回
支
払

わ
れ
ま
す
。

八
月
間
　
四
月
－
　
七
日
分
の
手
当

一
二
月
間
　
八
月
－
一
二
月
分
の
手
当

四
月
由
二
二
日
∵
～
　
二
日
分
の
手
当

こ
の
児
童
扶
養
手
当
以
外
に
、
二
C
）

歳
末
満
の
障
竃
児
を
養
育
、
右
凛
し
て

い
る
方
は
特
別
児
童
扶
贅
手
当
制
度
が

あ
り
ま
す
ハ
▲

以
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
厚
生

課
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

厚
生
課
児
童
係

九

五

六

－

一

一

一

一

（
内
線
三
二
二
）

小
さ
な
消
防
士
登
場

平
成
五
年
消
防
出
初
式

平
成
ム
午
消
防
山
川
式
が
．
R
h
ハ
U
、

消
防
け
育
て
行
わ
れ
た

式
典
に
先
立
ち
、
消
防
長
、
用
長
誹

．
小
、
肋
頭
ハ
レ
ー
ド
、
賊
．
小
訓
練
が
行

わ
れ
た
展
示
訓
練
で
は
、
高
所
救
助
訓
練
、

破
域
救
山
訓
練
、
消
化
器
取
囲
訓
練
、

嘉
手
納
小
学
校
児
童
に
よ
る
応
用
棟
法

も
拍
露
さ
れ
た
一
こ
れ
は
、
操
法
体
験

を
過
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
消
防
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
ヶ
国
か
ら
初

め
て
の
試
み

引
き
続
き
、
消
防
川
初
式
式
典
が
厳

粛
に
行
わ
れ
た

肴
色
．
斤
放
水
が
行
わ
れ
た

また、

さ
あ
′
走
り
初
め
だ
〃

＝
一
日
、
根
久
両
．
か
い
い
刷
て
〓
わ

れ
た
所
存
ト
T
l
′
二
二
リ
ソ
　
／
L
べ
ム
い

コ　∵

叫
お
り
宮
痛
打
人
情
を
ふ
け
一
七
か
－
り

も
、
〓
★
∴
∵
り
∵
∵
〓
ノ
た
上
り
て
、
u

車
七
日
か
宣
上
し
た

ノ
刷
れ
る
日
　
日
　
〓

■
、
　
L
L
■
〉
け
ん
め
い
に
な
　
ご

ろ
紬
は
や
は
り
叫
い
て
い
る

′
、
′
牛
は
町
尺
再
伸
を
シ
リ
ー
で
て
山

根
し
ま
寸

久
目
地
再
の
農
道
四
止
∵
メ
ー
ト
ル

を
役
場
、
農
協
、
農
耕
省
の
一
．
占
て
、

よ
る
卜
．
．
〓
卜
L
日
か
ら
∵
．
‖
問
に
わ

た
っ
て
牛
コ
ン
で
補
略
し
た

こ
れ
ま
て
の
流
し
コ
ー
ラ
ル
の
股
道

は
雨
か
降
る
た
び
に
コ
ー
ラ
ル
か
流
さ

れ
、
て
こ
は
こ
の
状
態
だ
っ
た
　
今
回

の
帥
腔
は
、
農
業
仏
製
整
鵬
の
．
澗
て
、

町
の
補
助
て
墳
協
や
農
雫
の
人
た
ち
か

号
力
を
提
供
し
整
備
し
た

町
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
投
階
的
に
一
岬

牛
整
備
し
て
い
′
、

r
　
　
ぁ
る
晴
れ
た
日
に
‥
‥

霧
　
あ
る
病
院
の
待
ち
合
い
室
で
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
会

話
で
す
ゥ

「
今
日
や
り
シ
ー
や
見
う
ん

し
か
、
ぬ
1
か
ら
あ
い
る
す
た

か
や
～
」

「
ぬ
－
か
、
あ
れ
ー
カ
セ

ひ
ろ
よ
れ
て
い
・
－
言
た
せ
ー
」

「
え
ー
、
あ
ん
し
ろ
見
ら
ん

己や－」

「
ち
け
う
あ
た
い
せ
1
ね
ん

カやー」

医
者
　
「
ぬ
！
ガ
、
う
寮
－
病
院

と
■
ノ
や
ん
と
う
や
」
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土曜閉庁の

お知らせ〝

1993　4月 
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1　2　丁、3J 
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国においては平成4年5月から、沖縄県は9円から既

に完全週休2日制健を導入し実施していますし　県内の市

町村においても実施しているところもあり、ほとんど

の市町村が今年の四円から毎週上曜日が休みとなります。

町では毎週土曜日閉庁の導入にあたり、行政サービス

を極力低下させないように最首の努力をします．1

尚、幼稚園、小、中学校も毎日第2土曜日は休みと

なっておりますが、次の町の壮関は、土曜日においても

これまでとおり業務を行います

保育所・中央公民館・町民会館・ゴミ収集・

環境美化センター・学習等供用施設・体育

施設の全部

諾しくは、ご利用されるところへお問い合せ卜さい

嘉手納町役場

嘉手納町連合青年会
創設40周年記念式典
日　時／平成5年3月6日（土）午後6時
場　所／中央公民館大ホール

広報かでな
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家族への土産は“安全運転”

手づくりお守りで交通安全を訴える
＊交通安全母の会＊

ノ
わ
思
い
利
用
川

1

　

　

　

日

導

師
Ⅵ

町
内
に
は
、
地
道
に
溝
動
を
続

け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
†
ア
ク
ル
ー

フ
が
多
数
あ
る
　
手
話
サ
ー
ク
ル

も
そ
の
．
つ
　
昭
和
止
卜
八
年
h
ハ

日
．
日
に
そ
の
．
歩
を
踏
み
出
し

て
仁
軍
手
ぷ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
見
る

と
、
町
杜
協
の
芸
能
の
つ
と
い
、

身
障
脇
総
ヘ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

最
近
で
は
嘉
手
納
町
堪
地
跡
地
利

用
町
民
7
1
ー
ラ
ム
で
の
手
話
通

ゝ
障
′
巨
手
話
で
つ
な
ぐ

∵

訳
な
と
、
そ
の
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
．
‥
…
く
評
価
さ
れ
て
い
る

手
話
サ
ー
ク
ル
の
ノ
ン
ハ
ー
は
、

当
時
、
県
が
～
か
り
ゆ
し
大
会
～

に
向
け
て
手
廣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
講
習
会
を
開

い
て
い
た
　
そ
の
講
習
会
受
講
者

で
結
成
し
た
　
今
で
は
、
へ
ぷ
口
は

■
．
卜
人
．
椴
か
ら
房
校
牛
、
大

学
生
と
帖
広
い
構
成
に
な
っ
て
い

る

こ
れ
ま
で
の
溝
勅
か
ら
会
日
は
、

「
手
話
で
威
し
が
で
き
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
　
活
動
を

過
し
て
自
分
‖
身
が
成
長
し
た
と

思
い
ま
す
　
」
　
「
役
糊
怒
り
で
応

対
に
手
話
を
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ハ
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
面

で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」

「
小
学
生
の
と
き
か
ら
、
こ
の
サ

ー
ク
ル
に
通
っ
て
い
た
り
　
雰
囲
ハ
爪

が
と
て
も
い
い
の
で
高
校
生
に

な
っ
た
今
も
通
っ
て
い
ま
す
」

「
入
会
し
て
四
カ
月
で
す
が
、
搾

著
者
に
対
す
る
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
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し
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．
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＝
両
調
恒
‖
甘

℡
上
＝
∴
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r
＝
1
日
十

変
わ
り
ま
し
た
」
　
と
語
る
会
日
の

表
情
は
窯
に
生
き
牛
き
し
て
い
る

週
　
回
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
勉
傲

会
を
拭
け
な
が
ら
、
沖
縄
ろ
う

学
校
と
り
交
流
会
、
車
い
す
介
護

な
ど
溝
動
の
帖
を
広
け
て
い
る

講
習
会
で
の
受
講
を
き
っ
か
け

に
、
地
道
に
溝
動
を
融
け
て
き
た

手
話
サ
ー
ク
ル
　
会
い
の
陣
富
者

を
思
い
や
る
心
、
そ
ん
な
や
さ
し

さ
あ
ふ
れ
る
溝
動
か
ら
ほ
の
ほ
の

と
し
た
ぬ
く
も
り
が
、
は
わ
っ
て

ノ
ヽ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

～
手
話
サ
ー
ク
ル
～

慮
手
納
警
察
窮
や
諸
手
納
・
流
行
地

R
交
通
安
全
協
議
会
ら
と
と
も
に
、
先

頭
に
立
っ
て
街
頭
で
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
交
通
安
全
吋
の
会
の
活
動
は
、

町
民
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

平
成
閏
年
牛
木
年
始
の
交
通
安
全
県

民
運
動
の
出
発
式
が
、
ト
⊥
二
日
二
十

日
、
痛
手
納
警
察
署
を
は
じ
め
関
係
者

多
数
の
参
加
の
卜
、
交
通
安
全
の
塔
で

行
わ
れ
た
り

出
発
式
後
に
、
国
道
満
塁
を
通
る
運

転
手
に
参
加
者
全
日
が
安
全
を
呼
び
か

け
た
チ
ラ
、
ン
と
お
守
り
を
配
っ
た
　
お

守
り
は
、
h
冥
適
宜
金
柑
の
会
の
会
H
が

二
日
が
か
り
で
心
を
こ
め
て
つ
く
っ
た

も
の

「
豪
族
へ
の
上
座
は
安
全
遜
転
」
と

乃
か
れ
た
お
守
り
に
は
、
魔
よ
け
の
米

と
塩
が
入
っ
て
い
る
　
お
守
り
は
前
日

に
普
大
間
神
宮
で
清
め
た
と
い
う

〝
交
通
事
故
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
″

き
っ
と
そ
の
思
い
が
通
じ
る
こ
と
で

し
ょ
う
〕



広報かでな

国民年金は40年のフルマラソン〃 

■■喜≡Eロa■ どうせ年金なんてあてにならないといって 馬鹿にしていましたが25年納付すれば年金が もらえるからと思い何とか25年は納付して後 �老齢基礎年金の年金額です。1 

＠〔誌禁慧牒掛i∴冊 
の15年は未納のままでした。 �毘ちゃん（長男）　　　　■■汀1・LtE鍾羅ユ畑i■■ 

■■≡王；ロa■ 働いたお金はほとんど食雷に消えたので、 保険料を支払うお金はありませんでしたが、 �⑯莞恵抑慧豊川＝5脚 

25年は頑張って納付して後の15年間は免除し てもらいました。 ■E五五だ■l 保障料は、自分だけのためではなくおじい �民ちゃん（次男）　　　　　■■汀－て・．二■l圧ヨ出足覧■■ 

＠・慧三笠慧jX豊＝7川 
ちゃんやおばあちゃんのもらう年金にも役 �年ちゃん（：i男） 

立っているのだと思い口座振替にして、幸手 �■■Er．1㌧1眺也】芯－ 

ンキチンと毎月納付を続け40年間納付しまし た。 �；★　この差は、1年の差ですが老齢年金は、生きているかぎ； 

りお受取りになれますので、大きな差になります。 

平成5年度沖縄県立浦添職業訓練校 

訓練生募集〃情川棚■） 

科　名 �定　員 ��訓練 期間 �応募資格 � 
専修 �転換 

溶　　　接 �30 �20 �1年 �転換課程 専修課程 

自動車整備 �10 �20 � 

洋　　　裁 � �25 � 

電気機器 �10 �20 � 

OA事務 � �30 �6ケ月 

建築タイル �20 �5 �転換6ケ月 

施　　　工 ���専修1　年 � 

建設機械整備 � �20 �1年 

調　　　理 � �10 � 

観光ビジネス � �10 � 

令専修課程…・平成　牛：う椚（用〆切 

県立浦i ���余耽美訓練校まで 

㊥転推農相…・平成5年3円5日〆切 

椒寄りの公共職業安定所まで 

※　詳しくは沖縄県立浦涛職業訓練校まで 

電指　878－5627　879－2660 

ひとりで悩まず気軽にご相談を／
－人権相談所開設－

わたしたち・人ひとりが社会の中で幸福な生活を営む

ために必要な人間としての当然の権利、それが人権です

身近な事で、これは人権問題ではないだろうか声法律

上はどうなるのか一などの悩みについて相談を受け、暖

かな人間関係を築くため、町では1Jj己により「持崩人権

相談所」を開設いたします＿

相談には、むずかしい手続きもいりませんL　すべて無

料で秘密は守られますのて某軽にご相談「さい

梢言豊人権相談所

日　　時　　いい・‡リト1日　上川l川り　111日

場　　所　【・けり斗川Ll‡」ト1

相談場所　　ノ、け一㌢1リ・′＼叶い－ト“川j I八　川‘】

目し＿帖】　・軋ノ汗■JF．トT」1㌧

嘉手納町人権掩護委員

＝＋＋弓L H Fl　　一　∴トパ　ー　　　℡■十　日1

日・lH l jJu」て　　　■．＝　■　　　こ　℡】・‾嶋11

－r　　－　」　7　　　　才　■」＋黒」　℡‘日　日－

∴Hll　　いり　八　j－1．1　　　℡・L

、ド成5盲ト2日111広報かでな

社
会
の
た
め
に
頑
張
る

鼠
伊
波
聡

こ
れ
ま
で
は
親
の
責
任
の
卜
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
な
り
に
節
度
あ

る
行
動
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
い

私
は
今
、
国
語
の
教
師
を
め
ざ
し
大

学
で
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
社

会
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

計
両
性
の
あ
る
行
動

り
っ
は
な
人
人
に
な
り
た
い
　
い
く
什
車
を
見
つ
け
て

●
徳
里
　
明
彦

圭
溝
‥
恩
Y
宮
城
広
美

「
‖
党
と
左
往
一
冬

も
た
な
け
∵
れ
は

志
良
堂
優
子

今
ま
で
は
無
計
画
に
な
ん
と
な
く
過

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
将
来

の
こ
と
も
考
え
て
計
画
性
を
も
っ
て
行

動
し
て
い
き
た
い
。

将
来
、
公
務
H
の
仕
事
に
つ
き
た
い

成
人
式
を
迎
え
て
思
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
は
大
人
の
白
魔
を
も
っ
て
、

り
っ
ぱ
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
ハ

成
人
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
行
動
に

凸
任
が
伴
っ
て
／
、
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
ト
に
．
≠
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば
…
…

早
ノ
、
医
棟
．
車
務
の
什
滴
を
み
つ
け
て
頑

張
り
た
い

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
て
、
「
自
龍

と
良
任
」
を
も
た
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
U
　
就
職
も
決
ま
り
こ
れ
か
ら
は
な

お
一
層
前
向
き
に
頑
張
り
た
い
と
川
心
い

ま
す
い

第
十
二
期
嘉
手
納
町
議
会
議
員
決
ま
る

●
定
数
二
十
人

㈲
職
業
　
㈲
最
終
学
歴
　
③
現
住
所

議
　
長
宵
平
永
治

三、

伸
ハ
ト
棋
赦
す

伊
礼
　
典
∴
　
1
・

息
日
日
，
l
勺
　
　
茂
日
ソ
㌦

副
議
長
H
場
盛
文

1

　

　

日

日

日

‖

　

　

＝

リ

＝

4

　

1

A
罰
比
鳥
　
祀
郷
　
バ

桝
貼
附
痛
む
耶

川
‘

＝
↓
日
　
高
J
T
左
　
　
＼

鼠

し
総
務
財
政
常
任
委
員
会

雷
＝
昌
∵
長
金
城
　
　
明

聖

昌

長

伊

波

孝

之

肴
一
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

雷
二
昌
二
島
伊
礼
政
吉

聖
書
冒
∴
徳
元
哲
夫

‥
＝
建
設
経
済
常
任
委
員
会

吾
二
昌
∵
長
仲
本
弘
吉

聖

昌

長

当

山

政

恒

「
…
議
会
運
営
委
員
会

ち
二
昌
二
♭
舌
謝
世
徳

聖
昌
昆
金
城
　
　
明

■
り
基
地
対
策
特
別
委
員
会

苫
二
昌
∵
与
稲
嶺
盛
貞

副
苫
昌
扁
　
田
仲
康
栄

阜
嘉
手
納
ハ
イ
バ
ス
対
策
特
別
委
員
会

石
貞
長
花
城
二
履
次
郎

副
言
昌
吏
　
仲
本
弘
吉

＝
．
、
町
監
査
委
i金
城
∵
高
夫
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新たにご了J名が

成人の仲原入り
・：‥：・……。…0平成5年rはたちのつどい」川・…ト：・

・：・・：・・：・・：‥：・・：・・：・・：‥：・1差欄ウ㌔

－2－

、ド成5年211111

集団検診等日程表
（平成5年2月16日～3月15日）

H �■u �内　　　　　容 �時　　間 ��場　　　　所 �紋　　当　　寺 

平成竹竿 2／16 �一々 �幽　み　が　さ　相　鉄 �午後1 －2 �15 婿 �稔倉橿祉センター �平成3年平成4年 12月－2円生 

2／18 �＊ �撫　　体　　厳　　重 �γ前10 －11 �00 30 �総合樽址センター �町　　　　　　民 

2／19 �金 �リ　ハ　ビリ　教　褒 �午後l ■一二i �10 ：10 �総合福祉センター �町　　　　　　民 

2／22 �月 �健　　債　　相　　続 �牛肘9 ■－11 �00 ：10 �撫子納町枠嶋ロビー �■丁　　　　　　民 

成人学繊（4回目） �牛後1 －4 �ニ柑 ：30 �総合穐址センター �町民（個人通知） 

2／23 �火 �デ　イ　　ケ　　ア　　ー �午前10 －午後 �00 ：00 �総合梅址センター �■r　　　　　　民 

2／25 �＊ �繊　　体　　教　　書 �午前10 ・－11 �00 30 �総合福祉センター �町　　　　　　　民 

2／26 �金 �1歳6　カ　月児輝給 �午後1 －1 �00 30 �総合柏址センター �平成3年 7月二柑－8日2日生 

3／l �月 �健　　債　　相　　談 �午前9 －11 �：00 ：30 �嘉手納町役場ロビー �町　　　　　　民 

安産学級（l回目） �午練1 －1 �00 30 �総合福祉センター �娃　　　産　　　繍 

：i／2 �ノ（ �成人学級（5回目） �午後1 －4 �30 30 �総合li址センター �■丁民（個人通知） 

3／3 �水 �★団検診モレ結繁毅明会 �午前9 －午後 �：30 ：00 �嘉　手　納■J役　場 �町　　　　　　　民 

：i／4 �木 �攫　　体　　敵　　室 �午前10 ■－11 �00 ：iO �総合鳩址センター �町　　　　　　　民 

母子推遁鏑定例会 �午後1 一一4 �：iO 00 �■丁　　　粋　　　鳩 �母子保健推進｛ 

3／8 �円 �健　　構　　相　　談 �午前9 －1 �00 二iO �嘉手納町枠増ロビー �町　　　　　　民 

安産学級（Z桓l目） �午後1 －・1 �00 30 �総合福祉センター �娃　　　蕗　　媚 

：i／10 �水 �は　し　か　予防　織　権 �午後1 ・－1 �20 50 �総合福祉センター �欄1歳－：1歳束綱 

こう／11 �木 �樺　　体　　教　　育 �午前10 ・－11 �00 30 �総合福祉センター �町　　　　　　　民 

リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後l ・－3 �ニ10 30 �総合椙址センター �町　　　　　　　民 

3／12 �金 �1歳6　カ　H児降給 �牛後1 ・－1 �：00 ：30 �総合福祉センター �牛乳3平 汚円3日－9月12日生 

二号／15 �目 �健　　構　　相　　談 �午前9 ・－1 �00 30 �古手納■J相場ロビー �町　　　　　　民 
‘女鹿学級（3恒圧1） �午後1 －－1 �：00 ：30 �総合福祉センター �妊　　　産　　　婦 

嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内線252）

◎芸完蒜蒜蒜祭 
平成5年 

、－．「．．∴仁二rl 二志望靂表．。 �植樹祭に向けて極左暴 力集団が爆弾で「テロ」、 「ゲリラ」をたくらんで います。 皆様のご理解とご協力 

式．∴璃■評議「1°蘇和 
lil、 　ユ■jわ＼’ �をお願いします。 ノラ」に関する情報の提供 

過激派暴力集団の「テロ」、「ケ 

をお願いします㌧丁．（皆様にこ迷惑はかけません．一」） 

草テロ、ゲリ詣冨孟封誓讐読雷警誓篭へ 

℡956－0110（内251） 

広報かでな

ざ碧空8声。0轟）○

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
た
の
が
昭
和
四
十
七
年
、
そ
の
時
に
生
ま
れ
た
　
「
後
帰
っ
子
」
　
が
、
今
年
成
人
式

を
迎
え
た
。

新
成
人
は
嘉
手
納
町
で
二
七
四
人
（
男
一
四
八
人
、
女
二
一
六
人
）
、
県
内
で
は
二
〇
、
四
七
五
人
（
う

ち
男
一
〇
、
四
三
三
人
）
、
全
国
で
は
二
〇
四
万
人
の
若
者
が
、
希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
晴
れ
て
社
会
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
。

平
成
五
年
嘉
手
納
町
成
人
式
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
が
一
月
十
五
日
午
後
、
中
央
公
民
館
で
催
さ
れ
、
関

係
者
多
数
が
出
席
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
っ
た
。

式
典
で
は
、
上
運
天
次
郎
教
育
委
員
長
よ
り
　
「
皆
さ
ん
は
、
日
本
国
民
と
し
て
諸
々
の
権
利
が
与
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
多
く
の
麹
務
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
が
要
求
さ

れ
ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
新
成
人
も
心
な
し
か
緊
張
す
る
様
子
が
見
え
た
。
続
い
て
、
宮
城
町

長
、
宮
平
班
会
班
長
、
上
原
庸
助
衆
議
院
諸
員
、
村
山
盛
信
県
譲
会
諸
員
、
曾
山
均
町
連
合
青
年
会
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
儀
問
責
二
者
が
　
「
来
賓
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
あ
り
が
た
い
、
そ
し
て
意
義
深
い
数
々
の
御
言
葉
を
し
っ
か
り
と
胸
に
お
さ
め
、
今
以
上
に
政
治
や
社
会

を
見
つ
め
な
が
ら
常
に
自
己
の
行
動
に
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
も
ち
、
社
会
の
発
展
の
た
め
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
今
人
気
の
ニ
ー
ニ
ー
ズ
の
コ
ン
ト
な
ど
で
盛
り
上

が
っ
た
。
会
場
は
、
久
し
振
り
に
再
会
す
る
級
友
や
仲
間
と
近
況
を
報
告
し
合
う
な
ど
、
新
成
人
を
迎
え
た

若
者
た
ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て

答
辞
を
述
べ
る
儀
間
真
二
君

私
の
夢
は
教
師
に
な
る
こ
と

n
八
V
宮
城
智

成
人
に
な
る
と
、
選
挙
権
や
国
民
年

金
へ
の
加
入
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
責
任
が

伴
っ
て
き
ま
す
〔
　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

る
と
大
人
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま

す

現
在
、
私
は
町
の
選
挙
管
理
香
い
会

で
臨
時
職
日
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
教
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
と

扇
怒
哀
楽
を
典
に
し
な
が
ら
い
っ
し
ょ

に
学
ん
で
い
け
る
教
師
に
な
り
た
い
「

そ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
一
日

二
日
を
大
事
に
確
実
に
学
び
な
が
ら
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
リ

税
理
巨
め
ざ
し
触
感
申

伊
波
　
端
茂

私
は
今
、
専
門
学
校
で
税
理
上
を
め

ざ
し
勉
強
を
し
て
い
ま
す
り

今
日
か
ら
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
．
人
の
大
人
と
し

て
一
人
前
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す。



平成5年HHlI 広報かでな

卓彦の甜者
Jオj許ノど度しr

績壱太鼓2周年記念演奏金▲

2月26日（金）午後7時開演

嘉手納町民会館　●入場無料●

茹宣ろ　∵好局・甘紆

藻デ・一二一マ∵キ寺　ぼやむ、

・′告　了′′く■‥、十日′竹●ふパー左‥

さあ／走り初めだ〝

主　催／線管太鼓同志会・町文化協会
後　援／町教育委員会

※　入場整理券は自治会事務所、教育委員会でお求め下さい。


